Migration and Lineage\u27s Reunion in Taiwan On Casestudy of Shi Family Association by 石田 浩 & Ishida Hiroshi
移民社会台湾の同族結合と宗親会の形成 : 台湾華
人社会研究序論
著者 石田 浩
雑誌名 關西大學經済論集
巻 42
号 1
ページ 23-67
発行年 1992-05-20
その他のタイトル Migration and Lineage's Reunion in Taiwan On
Casestudy of Shi Family Association
URL http://hdl.handle.net/10112/14051
23 
論文
移民社会台湾の同族結合と宗親会の形成
—台湾華人社会研究序論ー一—
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I. はじめに
1987年 7月に厩門大学台湾研究所で「鄭成功研究国際学術研討会」が開催さ
れ，招待された台湾史研究会の一員として参加した。腹門からの帰路，泉州に
立ち寄り，施氏一族が集居する晋江県龍湖郷衝口村を訪問し，簿江（溝海）派施
氏の族的結合の歴史的変容を調査した。さらに 1988年夏と 1989年春にも訪問
し，解放後の変革の中で伝統的同族組織がどのように組み替えられていったの
かを調査研究した1)。 1991年 9月に訪台したおり，中部台湾の彰化県鹿港鎮に
1)石田浩・中田睦子「中国における同族組織の展開とその実態ー福建省晋江県の施氏同
族と地縁組織の関係ー」「アジア経済』第30巻第4号， 1989年4月， 中田睦子・石田
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ある台湾臨撲堂施姓大宗祠を訪問する機会があり，世界臨渡施氏宗親総会理事
長の施干氏と彰化県施姓宗親会理事長の施錦川氏から話を伺った。また， 9月
15日に台中県霧峯郷で台中施姓宗親会の宗祠落成紀念式典が行われ，来賓とし
て出席し，宗親会会員大会を見学した。そして，宴会にも参加し，多くの施氏一
族と交流した2)。翌16日には台南市へ行き，台南区施姓宗親会の施義修氏を訪
問し，台南市にある台湾臨膜堂施姓大宗祠を案内して戴き，台南区施姓宗親会
の運営と台湾臨渡堂施姓大宗祠の歴史について調査した。また，台北では29世
施学賢の曾孫である施並祐氏宅を訪問し，氏が所蔵する施氏一族，特に施学賢
に関する資料を見せて戴いた。 11月17日に彰化県施姓宗親会の台湾臨漠堂施姓
大宗祠落成紀念式典が開催されることになり，招待を受け出席した。そして，
施氏一族の鹿港街でのバレードに参加するとともに，台湾全土からやって来た
施姓やフィリヒ゜ン・シンガポール・香港からの施姓とともに式典に臨んだ。ま
た，昼夜2回にわたる宴会にも出席し，式典参加者の多さとその盛大さに驚か
された3)。12月21日~22日には中央研究院で「台湾歴史上的土地問題国際学術
研討会」が開催され，これに出席したおりに台北市宗親会，台中県宗親会の関
係者から話を伺ったり，彰化県宗親会と嘉義県宗親会を訪問し，資料を収集す
るとともに聞き取り調査を行った。
河南省に源流をもつ施氏一族は中国各地に散在し，河南省固始県へ移動した
一族は最終的に福建省晋江県へ移住した。その系譜の多くが清代初期から台湾
へ移民し，渡台後300年以上の歴史を持つ°。現在この子孫は台湾各地に宗親
浩「中国における同族組織の分節形成と祖庁について一福建省晋江県施氏同族の調査
事例ー」『アジア研究」第36巻第4号， 1989年12月を参照のこと。
2)筆者は1980年に南投県草屯鎮の李氏祭祀公業の大会に出席したことがあるのみで，今
回落成紀念式典に出席して宗親会活動について幾分理解することができた。拙者『台
湾漢人村落の社会経済構造」（関西大学出版部， 1985年）参照。
3)本式典で配付された資料は， 彰化県施姓宗親会「台湾臨襖堂施姓大宗祠落成紀念特
刊」 1991年1月17日である。また，知り合ったフィリヒ°ンの施姓の役員にフィリヒ°ン
で発行した資料を送ってくれるように依頼した。
4)大陸と台湾の施氏の研究として，森田明教授の以下の研究が参考になる。① 「明末消
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会を組織し，全台湾さらには世界各地に宗親会を組織しており， 1981年には世
界宗親総会までをも組織してその族的結合をはかろうとしている。一体，何故
このような宗親会を組織するのか，宗祠（祀堂・祖廟・祖堂・家廟ともいう）を建立
することにどのような意義があるのか。宗親会は台湾だけでなく，東南アジア
や北米各地にも存在し，漢族文化の伝統がこのような族的結合を形成させよう
とするのか。どうして外国に出た華僑・ 華人はその出先に宗親会や同郷会を組
織し，本国と「腑の緒」をつないでおこうとするのか5)。近年，アジア NIESゃ
アセアンを中心としたアジア・太平洋における華人経済の比重が高まり，華人
の社会経済活動において同族組織や同郷組織を媒介にした社会経済的ネットワ
ークが広範に形成されている。これらの華人の社会経済活動を分析するにはそ
のネットワーク研究が重要である。この点を無視し統計資料だけにたよる研究
は，果たして華人経済を正確に分析したといえるのか，この点は明白であろう。
筆者は，上記の問題意識で世界各地に広がる華人ネットワーク，具体的には
初における福建省晋江の施氏」『社会経済史学」第52巻第3号， 1986年10月， ② 「福
建晋江における施氏宗族についての覚書」『人文研究」第39巻11分冊， 1987年1月，
⑧ 「福建晋江における施氏宗族についての党書」『アジアにおける社会変動とその環
境に関する史的研究」（昭和 62年度科学研究費補助金総合研究(A)研究成果報告書），
1988年3月。④ 「台湾における宗親会の一考察ー「彰化県施姓宗親会」簡介ー」「中
国を中心とした東アジアにおける異文化接触の基礎研究」（昭和 63年度科学研究費補
助金（総合研究A)研究成果報告書）， 1988年3月。
5)外国にいる華僑や華人は，本国の微妙で複雑な政権交代や政治的変化に対して積極的
に対応することが少なく，非常にその立場が曖昧である。例えば，カンボジアのボル
・ボト政権は華僑や華人を弾圧したことで有名であり，多くの僑華・華人はこれを批
判する。しかし，ボル・ボト政権を支持した中国に対して批判する華僑・華人は少な
い。北米のチャイナタウンに住む老華僑・華人は清代に広東省からアメリカヘ移民し
てきた。彼らの多くは孫文の辛亥革命を支持し，その後に成立した国民政府（中華民
国）を支持してきた。しかし， 1949年以降国府は台湾へ移り，大陸には共産党が政権
を樹立した。彼らの故郷の広東省は共産党政権下にあるが，老華僑・華人は政治的に
国府を支持するという，複雑で微妙な立場にある。拙稿「北米における華僑・華人と
華人社会に関する研究文献目録（上）（中）（下）」関西大学『経済論集」第41巻第2号
• 第4号・第5号， 1991年7月・ 11月， 1992年1月を参照されたい。
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施氏一族のネットワーク研究を始めた。その手始めとして施氏一族の台湾移民
後の歴史的全体像を再構成するとともに，これまで収集した施氏に関する資料
紹介を，本研究の序論として本稿にまとめた。そして，これを今後のアジア・
太平洋経済圏における華人の同族結合研究の足掛かりにしたいと考える。
I. 大陸施氏世系と台湾への移民
台湾施氏の系譜には臨撲堂(J.f祖・魯恵），中秘堂（銭江派始祖・典），樹徳堂（溝
江派始祖・姻）があり，銭江派から分節した中扮派と西苓派がある。『臨漂堂銭
江施氏族譜」によれば，施氏古世系表では 1世が黄帝に結びつけられ，河南省
がその源流となっているが，施氏が歴史に登場するのは山東省からである。臨
襖堂は，周朝の封建制実施のおり20世周公旦 (19世文王の子， 20世武王の弟）が魯
国（山東省）に封じられ， その長子21世伯禽が魯国に赴き， その子孫が魯国を
治めた。伯禽の第 8世孫の魯恵から施を姓とするようになったので，魯恵が臨
漂堂施氏第1世となる。臨膜堂は臨撲水に由来し，施之常（臨猿侯，孔子の七十
二賢徒の一人で，その父・施端の女兄弟・曜英は孔子の父・叔梁紀の元配である）は臨
漂に封じられ，その子孫達も臨漂に封じられたので「臨漂」は施姓を統括する
共有始祖となった6)0 
施氏は河南省から山東省や映西省・河南省・江蘇省・浙江省・福建省・広東
省へ移住しており，台湾施氏の大部分は河南省光州府固始県から福建省へ移住
した一派である。銭江派はその始祖・秘書丞の施典が唐昭宗の乾寧元年(894年）
に王朝の南渡に従い，固始県から福建省晋江（銭江）へ移住したことによる。中
秘堂はその役職名に由来し，施典が銭江派の始祖となった。施典には 2人の息
子がおり，銭江長房派下は石夏・后宅・燻辻等の地へ分化した。長房14世添済
6) 魯恵の三男• 恒の字が施父であることから施姓が使われるようになった。「施」の由
来についてはいくつかの説がある。前換『臨濃堂銭江施氏族譜Jpp. 13~15。以下の
記述において断りがない限り， 「V. 補録ー施氏族譜と施姓宗親会に関する資料」で
紹介した資料からの引用である。
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写真1 故郷の福建省晋江県前港村にある銭江施氏家廟。
には石厘を開基し，息子が4人いたが，次子は安渓へ移住し，残り 3人は石厘
の東頭・中伶．暦后に分居し分化した。 この三つの分節にはそれぞれ家廟が
建立され，文革後フィリビンの同族の援助で再建された。中扮は許婆庄や草田
にも分化し，ここに中扮派が形成された。長房14世菊済は明洪武 9年 (1376年）
に西苓へ移住し，西苓始祖となり，西苓派が成立した。菊済には 8人の息子が
おり，西苓派は興源（長房）・肇源（二房）．裕源（三房）・啓源（四房）・振源（五房）
．泰源（六房）・輝源（七房）・耀源（八房）に分化した。一方，銭江二房派下は前港
に居住し， 11世清夫と提夫は前港のそれぞれの房となり，澤夫には 2人の息子
があり，長子可興は埴頭と瑶林へ分化し，次子可進は蘇坑へ分節した。清夫派
下の后角派は英美・格霞等へ分節した”。
簿江（簿海）派は南宋の時，大里寺評事・施柄が同じく河南省固始県より福建
省福清県高楼郷へ移住し，淳熙 2年 (1175年）にその息子が現在の街口（簿江・
簿海）へ移住したのが始まりで， 施妬が港江派の始祖となっている。溝江派の
系譜についてはすでに研究した8)0 
7)施氏世界編輯委員会『施氏世界」創刊号， 1984年10月10日， p.23。
8)簿江派の分節については前掲拙稿「中国における同族組織の展開とその実態」を参照
されたい。
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写真2 故郷の福建省晋江県街口村にある施氏大宗詞
（薄江派）。別名・樹徳堂とも呼ぶ。
以上の施姓の中国内での移動を図示したのが第1図である。
施氏の台湾移民の系譜は， (1)福建省泉州府晋江県からの，①薄江派とR溝江
派， (2)福建省泉州府同安県， (3)福建省泉州府安渓県， (4)福建省流州府流浦県，
(5)広東省潮州府饒平県の六つの流れがある。
まず， (1一①）福建省泉州府晋江県の溝江派は康熙22年(1683年）に靖海大将
軍・施浪が台湾の鄭氏を打ち，康熙中葉に施啓乗が彰化地区の墾首となり，そ
の子施世榜（長齢）は八堡訓を開竪し，墾戸「施長齢」の名で彰化平原を招佃開
墾した9)。 その子孫の多くは彰化鹿港に居住し，当地の名望族となった。康熙
末葉に施元権・元吟・元捷兄弟は鹿港に入植した。雅正年間に施伯庭が台中梧
棲に入植した。乾隆末葉に施静齋は雲林北港に入植し，施國居は鹿港へ入墾し
た。このように晋江県海江派はいくつかの年代に分かれて台湾各地へ移民して
9)八堡洲の開竪については森田明教授の以下の論文を参考にされたい。① 「台湾におけ
る一水利組織の歴史的考察一八堡胡lの場合ー」『福岡大学人文論叢」第4巻第3号，
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1972年12月， ③ 「清代台湾中部の水利開発一八堡サflを中心として」「福岡大学研究所
報」第18号， 1973年10月，③「旧台湾における水利組織の植民地的再編過程＿「八堡
洲」の場合について一」「福岡大学人文論叢」第 6 巻第 2•3 号， 1974年11月，④ 「旧
台湾における水利組織の植民地的再編政策ー「公共坤訓l規則」とその制定過程ー」『福
岡大学研究所報』第22号， 1974年11月。
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第1図施氏一族の移動図
（出所）各地区宗親会の「大会手冊」より作成。
口は源流地，口は台湾移民の故郷。
いることが分かる。
(1一③）福建省泉州府晋江県の銭江派は康熙中葉から末葉にかけて台湾へ
移民した。施仕鳳と施仕美は台南市へ移住し，施路成は北港へ入植し，施光建
は彰化捕甕に入植した。雅正年間には施善軒と施増軒が台南市へ移住し，施檻
は鹿港へ入植した。乾隆年間に施術楯が高雄市に入植し，施國爽・施國標・施
29 
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國植・施國廉・施國胚・施國壌・施國達・施文載・施文協・施國賓等が台南市
へ移住し，施岡は嘉義義竹へ，施檻壼は孫の抜翠を連れて北港へ，施補・施檻
長・施店・施士治・施國盤，及び施文鼎・文経・文穆兄弟等は前後に鹿港に入
植した。施文肯は鹿港へ入植し，後に台南へ移住した。施良方・良譲兄弟は台
北市へ入植した。嘉慶年間に施閣硼・施娼光は高雄市左営区へ入植し，施泰岩
第2図渡台後の施氏分布図
（出所）各地区宗親会の『大会手冊」より作成。
……→は移民経路。•は県市， 0は郷鎮村。
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は台南市へ移住した。その子覆芳と孫の士浩は進士となり，台湾出身で父子が
ともに進士という数少ない例として言い伝えられている。施蔦・施渠華は嘉義
県へ入植し，施門は北港へ，施世意，及び施閣君・閣霧・閣燦・閣燦兄弟，施
渠簡，施術税，施仙等は前後して鹿港へ入植した。道光年間に施泰生は屏東萬
丹へ入植し，施埋は台南市へ移住し，施閣巣は嘉義市へ移住した。咸豊年間に
施参は台中市へ入植した。
(2) 福建省泉州府同安県の溝江派は乾隆末葉に施助が嘉義布袋に入植し，道
光年間に施麟進・施炎が台南白河へ入植した。
(3) 福建省泉州府安渓県の銭江派は乾隆末葉に施化育が嘉義鹿草に入植し
た。
第1表渡台後の施氏分布
福建省泉州府｛
I. 晋江県（①簿江派1=悶：郷
台中梧棲
雲林北港
l②銭江派f台南市
雲林北港
彰化捕塩
高雄市
嘉義義竹
台北市
台南左管
嘉義県
彰化鹿港
屏東萬丹
嘉義市
台中市
2. 同安県・簿江派 ｛嘉台義南布白袋河
3. 安漢県・銭江派一嘉義鹿草
福建省漉州府ー4. 滝浦県・簿江派 ｛台中市
台北士林区
広東省潮州府ー5. 饒平県・簿江派一彰化渓湖
（出所）施義雄「施姓衆落在台湾」発行年不明， pp.5~6。
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(4) 福建省滝州府流浦県の簿江派は乾隆初期に施評が台中市に入植し，乾隆
末年に施天意が台北市士林区下樹林へ，施延章が桃園へ入植し，嘉慶年間にそ
の子孫が台北市士林区へ移住した。道光年間に施主が台中市へ植した。
(5) 広東省潮州府饒平県の溝江派は乾隆初期に施惨が彰化渓湖へ入植し
た10)0 
このように大陸各地の支派は，第2図に見られるように台湾全土，すなわち
台北・台中・嘉義・彰化・台南・高雄に移住・分布しており，これを表化した
のが第1表である。現在これらの地方には後述するようにそれぞれ宗親会を組
織している。
m. 台湾施氏同族と宗親会の形成
戦後における施姓宗親会の創設はフィリビン施氏の助言と協力に基づいてい
る。福建省からフィリビンヘ移民した子孫は現在40余万人を数え，フィリビン
華人社会において施姓が過半数を占めており，経済的に成功した者が多い。フ
ィリビン華人社会における四巨頭は施性水・施性賓・施学満・察文華といわれ
ており，彼らはフィリビンにおいて相当の社会的地位を有している。特に，戦
後施性水はフィリビンと中華民国との交流に貢献し， 毎年双十節（中華民国建
国記念日）や蒋介石総統の誕生日に帰国し， 行事に参加した。その際， フィリ
ビン施氏を率いて行政院僑務委員会幹事の施瑞寧と各地の施姓を訪問し，宗親
会創設を提議して回った。後述するように宗親会活動はこのようなフィリビン
からの働きかけで1957年頃にスタートした。 1961年に台湾の11名の施姓がフィ
リビンを訪問し，フィリビンの宗親会の影響を強く受け，宗親会活動は活発に
なった。この時にフィリビンで作製された族譜を持ち帰り，これを基礎にして
台湾でも族譜を作製するようになった11)。197i・年に23名の宗親がフィリビンを
10)前掲「施氏世界Jpp. 19~21。
11)施徳慶「施性水宗長其人」台中施姓宗親会「台中施氏月刊」 10,1991年7月， pp.25 
~26。
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訪問し交流した。
華人はその移民地フィリピンにおいて自分達の権益擁護のために各種の社
会組織を形成した。特に， 1902年のアメリカ植民政府の排華法案や， 商店の
大小を問わず簿記記載に中国文が利用できないという 1921年の西文簿記案
(Bookkeeping Act), 華人船がフィリビン内海を航行できないという 1923年の
内海航行法，華人は公共市場で営業してはいけないという 1941年の菜市非化
案，共産党員の捜索・逮捕という名目で 300余名の華人を逮捕・拘束するとい
う1952年の禁僑事件等，戦前・戦後を通じて華人は移民社会フィリビンで排斥
されてきた。そこで，彼らは中国人や中国に対するアイデンティティを強く持
ち，宗親会や同郷会等を組織して異境の地で団結し協力し合った12)。文化大革
命期の一時期を除いてフィリビンの同族は中国大陸の同族に送金し続け，その
関係を維持してきた。特に， 1978年12月の中国共産党第11期三中全会以後に採
用された対外開放政策により，フィリピンの同族は逸早く帰郷し，故郷に学校
・道路・橋を建設したり，宗祠や村廟を再建するといった活発な活動を行って
きた。大陸との交流においても台湾施氏はフィリビン施氏を媒介にして交流を
始めた。
現在，台湾における施姓宗親会は，①台北市施姓宗親会，③台中施姓宗親会，
③彰化県施姓宗親会，④嘉義県施姓宗親会，⑥台南区臨襖堂施姓宗親会，⑥高
雄市施姓宗親会と 6カ所に存在する。外国にはフィリビンに①旅非臨漠堂総堂
(1911年に成立），③恰朗 (ILOILO)分室(1973年），③宿霧(CEBU)分堂(1962年），④
旅非臨渡堂美骨 (BICOL)分堂，⑥非律賓銭江聯合会(1927年），⑥旅非銭江公会
(1958年）があり 13), その他に香港に⑦香港施姓宗親会，シンガボールに⑧南洋
施氏公会，インドネシアに⑨印尼施氏公会，タイに⑩泰国施氏公会，マレーシ
12)施振民「非律賓華人文化的持績」「中央研究院民族学研究所集刊」第42期， 1977年4
月， pp.122~f31, p. 183。フィリヒ°ン華人に関して本論文は非常に詳細で参考にな
るので，参照されたい。
13)施振民，同上論文， 132。
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アに⑪吉波施氏公会，アモイに⑫澳門施氏宗親会褥委会と，香港・シンガポー
ル・インドネシア・タイ・マレーシア・マカオに宗親会がある。そして， 1981
年に世界臨撲施氏宗親穂会が組織され，世界各地の宗親会が持回りで年 1回の
会員代表大会を開催している。アメリカには約200人の施姓がおり，日本の東
京や大阪にも支部が成立した。
1. 彰化県施姓宗親会
i. 彰化県施姓宗親会
彰化県鹿港は「一府二鹿三猛紳」と呼ばれ，清代には大陸との交易港として
栄え，大陸移民が最初に上陸した地点としても有名である。鹿港には施姓・黄
姓・許姓の三大姓が全人口の80彩を占め，その中でも施姓が最も多く33彩を占
めている。これらの施姓の多くは福建省泉州府晋江県より鹿港へ移住した子孫
達で，銭江派と簿江派がその二大支派である。銭江長房派下は鹿港南区の石厩
．后宅・車埋・板店街・杉行街に，銭江二房派下は砥港近くの洋林（瑶林）．哺
頭・九間暦・車囲・寺口に， i尋江派は鹿港北区の椋埋・宮後・後寮仔・菜市頭
街に分居した。これらの地名は施姓が集居する鹿港の地名であるが，その由来
は故郷の地名からきている。
写真3 鹿港鎮のシンボルである鹿港・天后宮（姻祖廟）。
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写真4 施長齢が開竪した八堡訓。彰化平原を灌漑す
るため現在も利用されている。
施氏一族からは靖海大将軍の施浪を輩出した。施浪は台湾を支配していた鄭
氏一族を打ち破り，台湾を中国の版図内に入れた貢献者である。その姪の施長
齢は彰化平原を灌漑する八堡訓を開竪し，鹿港天后宮（娼祖廟，天上聖母廟）建立
にも大きく貢献したことで有名であり，八堡訓を開竪した施長齢を讃えるため
天后宮には彼の神位が祭られている。また，施氏一族は八堡訓の開竪に貢献し
たことから彰化県政府より毎年2万元の援助を得ており，現在では 4万元の援
助を受けている。
ところで，施氏一族は中部台湾に一大勢力を築き，多くの族人が活躍したに
もかかわらず，清代・日本領台期・戦後を通じて，鹿港には施氏の宗祠や祭祀
公業が存在してこなかった。何故彼らは宗祠を建立したり，祭祀公業を設立し
たりして，族的結合をはかろうとしてこなかったのか。この点は大いなる疑問
である。渡台後の施氏が具体的な形態で族的結合を示したのは，廟祭祀におい
て見られる。廟は地域的統合の象徴であり，族的結合の象徴ではないが，施氏
が祭祀する廟は同族的な宗祠と地域的な村廟の中間形態にあるのがその特徴で
ある。大陸から台湾への移民者は故郷の廟に祀られていた霊験あらたかな神像
や香灰を携えてくる。そして，移民社会での諸困難，すなわち先住民との戦い
・病気や毒牙を持つ動物からの防御・出身地別による分類械闘·土地開墾•水
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利開発等に対してその霊威を頼み，移民社会に定着するのが一般であった。
具体的に見ると，銭江派は乾隆45年 (1780年）に真如殿を建立し，大陸の故郷
から携えてきた玄天上帝像を鹿港鎮桂花巷5号に祀った。大陸故郷の前港村
（銭江派）には玄天上帝を祀る真如殿があり，そのつながりは明らかである。当
初の廟は間口 1間の小さく狭いものであり，暴風雨等により壊れかけたので咸
豊元年 (1851年）に新廟を建立し，規模を拡大した。 1964年には施金俊・施家
財・施譲甫・施好謀等が発起して募金を集め，修理した。銭江派は二派に分化
し，本来真如殿は長房と二房とで共有していたが，後に二房の管理に帰し，ニ
写真5 鹿港鎮にある銭江・真如殿。
写真6 故郷の瀬港村にある真如殿。
36 
移民社会台湾の同族結合と宗親会の形成（石田） 37 
房はまた三派に分化した。大房は瑶林と埴頭であり，捕頭はまた新暦と旧暦に
分化した。二房は九間暦であり，さらに坑尾・後角・瑶腹に細分されるが，し
かし祭祀において細分された分節が機能したことはない。三房は引東であり，
その下に車囲が分出し，さらに車囲の下に寺口が分出した。ところで，これら
の祭祀単位は銭江派が集居する晋江県における各分節名であり，地名でもあ
る。そして，鹿港へ移民後もこれらの名称はやはり分節単位となり，地名とも
なった。それゆえ，廟祭祀は分節単位で行われている。すなわち，各分節から
の移民者は真如殿を建立し，現在まで同様の形式で管理・運営してきた。真如
殿の祭祀は，既述の各房各派の責任により櫨主制の輪番で祭祀が行われ，具体
的には以下のごとくであり，これを整理したのが第3図である。
大房一瑶林が 9年に 1回，埴頭9年に 2回（新暦と旧暦が1回ずつ）櫨主を輪番
する。
二房一九間唐が 3年に 1回燻主を輪番する。
三房ー引東が 6年に 1回，車囲と寺口が12年に 1回ずつ計 2回櫨主を輪番す
る。
現在もこのような形式で祭祀が行われており，真如殿内の「銭江真如殿玄天
上帝燻主首事輪値表」によれば， 1981年が埴頭， 1982年引東， 1983年九間暦，
1984年埴頭， 1985年車囲， 1986年九間暦， 1987年瑶林， 1988月引東， 1989年九
間鷹 1990年捕頭， 1991年寺口， 1992年九間暦と輪流している。
第3図銭江・真如殿の祭祀順位
大房ー｛瑶林⑥
捕頭一新暦③⑫
銭江派二房I {旧暦⑨
R⑥⑧⑪ 
二房一九間暦ー ｛誓贋
①R 瑶厖
三房ー引東
車囲④
寺口⑩
（出所）真如殿内の「銭江真如殿玄天上帝櫨主首事輸値表」より作成。番号は祭祀担
当順位。新暦と旧暦は9年に 1回祭祀を担当するので，旧層には次に1羽呑目
にまわってくることになる。
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写真1 鹿港鎮にある海江派の樹徳堂。ビル
の二階と三階に設置されている。
写真8 故郷の栃口村にある村廟の定光
庵に仮安置された南堡の伽藍公。
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一方，溝江派をみると， 1965年に彰化県施姓宗親会が発起募金して鹿港鎮宮
後巷16号に伽藍尊神を祀る樹徳堂を建立した。 この伽藍公は故郷の街口村（簿
江派）に南堡の主神として定光庵に祀られており， 台湾へ移民の際に携帯して
きたものである。廟宇が建立されるまでの数百年間は神明会として煽主制によ
る輪番で祭祀が行われてきた。樹徳堂の中には主神としての伽藍尊神以外に，
魯恵公，臨撲侯施之常，施浪，施世綸，および前港（銭江派）の始祖と後港（簿
江派）の始祖をも祀っている。いわば地域的結合の象徴である村廟と同族的結
合の象徴である宗祠とを兼ね備えたものである。祭祀は毎年農暦の10月10日に
鹿港北区の後寮仔•宮後・菜市頭一帯に居住する簿江派施氏が実施し，櫨主は
12年で一巡する。すなわち，子年が宜興，丑年四柱，寅年標上，卯年丑麿，辰
年赤蝦，巳年四房，午年仕林，未年九耳，申年五枚，酉年旧房，戌年三舎，亥
年宜富といったように各派下によって運営されている。特に四柱・宜興・宜富
の時には盛大な祭りを行い， 5種類の大家畜を供える。ところで，これらの祭
祀単位は大陸における各分節単位であり，村廟である樹徳堂は真如殿と同様に
祖廟としての役割を果たしていることが窺える。最近，樹徳堂は道路拡張のた
め立ち退き，前立地場所後方に二階建の家屋を建設し，その二階部分には祖先
の位牌を奉り，屋上には伽藍尊神を祀るといったように，その機能が分化した。
以上のように，銭江派と濁江派といった二大支派は地域的な廟祭祀を祖先祭
祀の形態で実施してきたが，施氏全体を統合する臨撲堂宗祠が鹿港にはない。
そこで，台湾施氏が祖先を崇拝し相互協力していくために，台湾だけでなく世
界各地の施氏一族が団結するために臨渡堂宗祠は必要であり，世界中の施姓か
らの寄付金を仰ぎ， 1977年から14年の歳月をかけて台湾臨膜堂施姓大宗祠を建
立した。また，彰化県施姓宗親会は銭江派と溝江派を統合する臨撲堂宗親会と
して1971年に成立し，現在その会員数は650人と施姓最大の宗親会となった。宗
親会会員資格はその宗親会が所在する地域に居住する20歳以上の族人で一定の
会費を納めればよく，この規定は他の施姓宗親会でも同様である。彰化県施姓
宗親会の最大事業は既述した台湾臨渡堂施姓大宗祠の建立であり，優秀な学生
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写真9 鹿港鎮に建立された臨渡堂
施姓大宗祠。
に奪学金授与や高齢者に記念品の授与，冠婚葬祭等での協力等である。これら
の事業はどの宗親会でも見られる内容である。各年度の工作報告を見ると，同
族間の交流は台湾各地区宗親会にとどまらず，フィリヒ゜ンや香港等とも盛んに
行っており， 1988年以降は大陸とも盛んになっている。ちなみに施錦川理事長
はすでに4~5回大陸へ里帰りしたと言う。
i. 台湾臨漂堂施姓大宗祠落成紀念典證
既述したように施姓が集居する彰化県鹿港に宗祠は存在しなかったが，約14
年の歳月と 1億5,000万元の費用をかけて 4階建の宗祠が建立された。 1991年
11月17日に鹿港鎮において「宗祠落成紀念典證」が盛大に行われ，フィリピン
や香港等からも多くの施氏宗親が参加した。本節では同族結合の象徴的存在で
ある宗祠の「落成紀念典證」を紹介する。
「宗祠落成紀念典證」のためにシンガボール・タイ・インドネシア・香港か
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らの多くの同族が参加した14)。前日の昼から彰化市でもフィリビンや香港から
やって来た海外宗親のためにパレードや宴会があり，彰化市には約200名，台
中市には約20名が参加した。
当日の集合場所は鹿港国民中学であり，ここから鹿港市街ヘパレードが出発
した。朝から鹿港国中の運動場には楽隊をはじめ龍踊り隊，清代の各種の服装
を着込んだ人達，馬に跨がり清官の装いの子供たち，武器を持った集団，デコ
レーションの花車の子供たち等が参集した。運動場の奥に受付のテーブルが設
けられ，参加者はここで名前を登録し，胸の花飾りと施姓宗親会のマークと台
湾臨襖堂施姓大宗祠落成紀念典證と書かれた黄色い手旗を受け取った。この手
旗は 1,500本用意されたが，最後には不足して参加者全員に渡らず，主催者側
の推計では2,000人が参加したとのことである。
バレードは楽隊を先頭に仮装行列が続き，一般参加者が手旗を持って最後尾
に続いた。一般参加者の最前列には各地区宗親会役員や外国宗親の顔が見られ
る。パレードは鹿港国中の西門を出て南下し，彰鹿公路に出るとそれに沿って
鹿港鎮の中心街である中山路を行進した。途中の各交差点では施姓宗親がテー
プルや台を設け，冷たいジュースやお茶等を提供し，そのテープルには提供者
写真10鹿港鎮中山路を練り歩く式典参加者。
14) 「施姓大宗祠落成鹿港人擁人」「中国時報」 1991年11月18日。
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写真1 会食に参加した施氏一族。
の名前や団体名が書き込まれている。また，沿道の至る所で爆竹が鳴り，硝煙
で前方が見えない。市街地では車は全て停車し，沿道は見物人で埋まり，亭子
脚の歩道を歩くことが困難である。先頭の龍踊り隊が天后宮にまで来ると行列
は止まり，先頭の隊列は天后宮の中まで入り，より一層活発に龍踊りを行い三
拝して，次の団体と入れ代わった。行進は天后宮を右折し， 復興路まで直進
し，復興路を右折して復興路 556号にある施姓大宗祠まで来て流れ解散となっ
た。パレードはそのまま鹿港国中に戻り，一般参加者は宗祠の中に入った。宗
祠前には受付のテープルが置かれ， まだ名前を登録していない者はここで行
ぃ，紅包（祝金）を渡して大きな紅布に記念サインをし，当日の報告書『台湾臨
襖施姓大宗祠落成紀念特刊』を受け取った15)0 , 
宗祠玄関前では落成紀念のテープ・カットが行われ， 女性バンドが演奏を
し，その回りは身動きできないほどの人波となった。テープ・カットが終わる
と， 2階の大会会場へ案内され，来賓として最前列の席へ郡かれる。会場は大
勢の参加者で空席がなく，後方には大勢の人が立っている。前方の席には外国
宗親や彰化県長等の有力者が座った。大会の式次第は後述の台中宗親会大会と
ほぽ同じであるが，その規模は大きく来賓の数はかなり多い。大会は，正面の
15)彰化県施姓宗親会『台湾臨液施姓大宗祠落成紀念特刊」 1991年1月。
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国父・孫文の写真と，魯恵公（臨裸堂施氏第1世）・典公（銭江派施氏第1世）．妬公
（簿江派施氏第1世）・浪公（簿江派施氏第16世，台湾を清朝の版図に入れた靖海大将軍）
の4人が描かれた画像とに向かっての三礼と，国歌斉唱で始まった。大会最後
に行われた表彰式は，臨膜堂施姓大宗祠建立に最も多額の金を寄付し貢献した
人達に行われたのが特徴である。また， 12月に実施される国民大会代表選挙に
立候補予定の施西田が施氏一族の支持を得るため式典で挨拶したことは，宗親
会の意義を物語っており，興味が湧いた。
大会が終わると宴会が行われ，パレードに参加したが宗祠内に入れなかった
族人も出席した。約2,000人を収容するだけの空間は大宗祠にはなく，一体ど
うするのか不思議に思っていたら，道路わきの仮設大テントヘ案内された。こ
こでは一千数百名の宴会がすでに始まっていた。大テントの向こうの方では司
会者が何やら話しているが，全く聞こえない。また，歌手が入れ代わり登場し
て舞台で歌っているが，その声も宴会のざわめきに消されて全く聞こえない。
テーブルには色々な人が入れ代わり立ち代わり乾杯にやって来る。日本語を話
せる人も多く，日本語で話しかけてくる。出された料理も想像していたのとは
異なり，粗末なものではなく，結構品数も多く美味しい。 1時間程の間に，テ
ープルの下は酒瓶だらけである。
宴会が終わると，再び宗祠に戻った。彰化県宗親会理事長の施錦川氏から，
夜にも宴会があり，その方が料理は美味しく落ち着いて食べれるので，ぜひ出
席するように誘われた。昼の宴会後， 2階では各地区の理監事聯座会議が開か
れており， 3階には施姓に関する資料や各種の族譜，歴史的な写真等が展示さ
れている。 4階には色鮮やかな祖先の祭壇が設けられており，天井や壁の彫刻
は大陸から購入したものである。 1階のロビーでは胡弓等の楽器演奏があり，
お茶のサービスを受けながら演奏に聞き入った。
夜の宴会は宗祠2階に設けられ， 料理人が宗祠の 1階で調理し 2階へ運ん
だ。夜の宴会参加者も多く，かなりの品数の料理が出た。宴会では各地区宗親
会代表が挨拶し，その後フィリビンから参加した施姓の歌手や飛び入りの歌い
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手がバンド演奏で唄った。隣席はフィリピンからの参加者であり，福建省晋江
県の故郷への里帰り観光旅行をし，その帰路にこの式典に参加したとのことで
ある。大陸からフィリビンヘの移民は 1920~30年代が最も盛んで， 台湾とは
1930年代頃にはすでに交流があった。戦後も台湾はフィリビンと積極的に交流
していることから，台湾と大陸との交流においてもフィリビンの果たしている
役割は大きい。
ところで，今回の落成式典について，翌日の『聯合報」と『中国時報』に記
事が掲載された16)。これを一読すれば当日の落成式典の盛大さが理解できる。
少し長くなるが，当日の雰囲気がよく伝わるので以下に紹介する。「聯合報』
には，
「国内外施姓宗親が献金をし， 13年の歳月を費やして建立した台湾臨撲施
姓宗祠が，昨日落成した。海内外より参加した施姓宗親1,000余人は，彰化
県鹿港鎮復興路施姓祠堂に集まり盛会を催し，龍舞や獅子舞および花車陣と
ともに鹿港鎮内をパレードし，その場は非常に賑やかであった。施姓宗祠の
占有地は90余坪あり，地下一階，地上四階の宮廷式建築で，木材・石材は大
陸より輸入し，内外壁の彫刻は彩色精緻で，立派で堂々としている。昨日午
前の落成式典は，現任の会長・施錦川，国策顧問・施純仁等が共同でテープ
・カットをした。監察委員・施鐘哨等の各地の宗親はわざわざ鹿港まで駆け
つけ儀式に出席した。施姓宗親人口が鹿港鎮人口の 3割半も占めており，彼
らはますます親しみを感じている。この施姓祠堂は国内および南洋に寄留す
る施姓宗親の共同出資により， 5,000万元を費やして建立された。個人の寄
付金が100万元を超過する者も非常に多く，昨日の式典で宗親会長より盾を
与えられ表彰された。施姓宗祠鍔建委員会は，祠堂落成後，海内外施姓宗親
連絡センターとし，財産は財団法人として登記し，将来の活動収益は社会福
祉事業基金に充当すると表明した」
16)「施姓宗親千余人奈集鹿港鎮 慶賀施姓宗祠落成」『聯合報」 1991年11月18日，前掲「施
姓大宗祠落成鹿港人擁人」。
44 
移民社会台湾の同族結合と宗親会の形成（石田）
とある。次に「中国時報』には，
45 
「鹿港鎮の17日の賑わいは尽きることなく，国内外に散居する施姓宗親が
集まり 1億 5千万元を費やし， 14年の歳月をかけて漸く完成させた「台湾臨
襖堂施姓大宗祠」の落成を祝った。一連の慶祝活動で小鎮に彩を添えたのは
大拝拝のような爆竹の音が絶えなかったことである。施姓宗祠は民国 5年に
成立してから65年になり，宗親会によって漸く需建が進み， 66年に建設に着
工した。現在，鹿港復興路沿いの大宗祠は建材・石材を大陸より取り寄せた
ので遅れ，現在漸く完成し，昨日落成式典を挙行した。午前8時に宗親は鹿
港国中に集まり，各種の民俗デコレーションや施氏宗祠を象徴する意味ある
儀礼の下，鹿港鎮市街を宗祠まで徒歩でパレードした。施姓宗親は各自首か
ら花飾りを付け宗祠に入って参観し，施氏の由来に関する資料や関連の族譜
を見学した。大宗祠内にも施姓始祖ー一魯恵公の子息の魯恒は賢明達識によ
り施国に封じられ「施父」と称せられた一一の画像を陳列した。
施姓大宗祠は地下一階，地上四階建てで，建築は大陸からの最良の資材や
石材を使用し，それに精巧な彫刻，十二分に壮観・華麗であり，素朴で古風
な風貌を失っていない。宗祠が最も人を引きつけたのは，大ホールの八卦天
井の彫刻である。この天井は中国の伝統芸術美を呈現しており， 880万元以
上を費やして造られた。
昨日，施氏宗親はシンガボール，クイ，インドネシア，香港および台湾各
地からやってきた合計1,000余人が慶祝活動に参加した。大宗祠に費やした
1億5千万元は国内外宗親からの寄付金に基づいている。指摘によれば，台
湾施姓宗親は台北， 彰化，台南に比較的多く， 彰化は鹿港， 埴蓋が主であ
り，捕墜郷籍で第2期国民代表に立候補する施西田は昨日会場にやって来て
式典に参加し，宗親達と歓談した」
とあり，これらの記事から施氏一族の強固な同族結合の存在を読み取ることが
できる。
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2. 台南区臨濃堂施姓宗親会と台湾臨漢堂施姓大宗祠
既述してきたように，清初以降，施氏は台湾各地へ移民し活躍するが，清代
には宗祠を建立しなかった。南投県北投に住む施学賢は，砂糖・米貿易等で財
を成し，祖先崇拝の熱情が高く， 1922年~23年に大陸故郷へ帰り，施姓族人を
訪問するとともに祖廟にある祖譜を収録し，帰国後の1923年に『臨撲堂施氏族
譜』を出版した。彼は各地の族人を訪ね，宗祠建立を提案し，その設計図面を
も作製した。彼は寄付金を募り，施姓の最も多い鹿港に宗祠を建立することを
決定した。ところが，当時の鹿港施姓族人が計画した宗祠は規模が大きく豪華
で費用が不足し，遅々として進展しなかった。ところが，台南施姓族人が土地
の寄贈と出資を決定し，台南市西区海安路（旧・番薯港）に台湾初の施姓宗祠を
1927年に建立した。当時の台湾は日本植民地統治下にあり，台湾総督府は台湾
人の団結を恐れ，宗祠を新築することを認めなかった。そこで，鹿港の計画は
台南へ移り，集められた資金は台南の建設費に回された。台南施姓族人も宗祠
の新築であれば植民地政府の許可が降りないことから，六姓府廟の修築という
写真12 台南市にある施氏宗祠。
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写真13 台南の施氏宗詞横にある六姓府廟。
名目で許可を得，建設に着手した。
六姓府廟は六姓王爺（六つの姓の神様）を祭り，施姓王爺がその筆頭であり，主
要には施姓族人がこの廟を管理していた。その由来は，百年以上前に銭江派の
施穆遠と施程の父子が福建省晋江県十七・八都大房南沙巌の六姓府廟の香火を
携えて．台南番薯港へ移民し，そこに廟を建立して祭祀するようになったこと
に始まる。番薯港は施姓族人が集居する地域であり，多くの居民がこれを厚く
祀った。後に施姓宗祠が鹿港に建立できないことから，施穆遠と孫の和萬・和
春兄弟とが六姓府廟傍の200余坪を提供し．施学賢が施右・洋・清標・修三・
金成・加壽・乞・成等の族人と相談して寄付を募り，施姓宗祠建立を決定し
た。既述したように日本政府は台湾人が宗祠を建立することを認めないので，
六姓府廟を拡張するという名目で六姓府廟の横に建立した。ところが，長い間
風雨に晒され傷みが激しいので，第 6回主任委員の施啓清が発起し，族人が金
と力を提供して修築し， 1983年に現在の姿になった。本宗祠には施姓始祖，銭
江派と簿江派各始祖，銭江支派の苓江派始祖，および各派の台湾始祖，歴代の
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功労者等を奉っており，銭江派宗祠でないことが分かる。それゆえ，本宗祠は
台湾臨漂堂施姓大宗祠と呼ばれている。
ところで，台南市臨撲堂施姓宗親会は1956年10月に市政府へ登記をするが，
1976年~77年頃に活動が停止し， 1979年に市政府から取り消されてしまった。
当時の理事会メンバーは台湾臨濃堂施姓大宗祠管理委員会委員を兼任してお
り，管理委員会は祭祀公業として宗祠を管理する関係上，宗親活動をも行って
いた。 1981年に施治明が台南市議員選挙に立候補したので，管理委員会は彼を
応援し，同族を強力に支持する組織の必要性に気付き， 1984年に大宗祠主任委
員の施清啓や他の委員が宗親会の再建を相談をし， 1985年4月28日に台南区臨
撲堂施姓宗親会を成立させた。選挙において同族を集結させるために宗親会を
組織したという点は見逃してはならない。成立大会における会員数は 326人で
あり， 1991年度の『大会手冊」では360人に増加している。宗親会活動は他の
宗親会と同様である。
宗親会は社団法人として登記され，施姓であれば一定条件の下で会員資格を
入手できる。ところが，大宗祠は派下員が金を拠出して建立したもので，祭祀
公業として登記され， 税金を支払っている。それゆえ， 正式名は「祭祀公業
台湾臨襖堂施姓大宗祠管理委員会」であり，現在は財団法人に改められたが，
宗親会会員には財産に対する権利はない。管理委員会は義務職で手当てのない
12人の委員で構成され，常務委員 2人，委員 6人，常務監察委員 1人，監察委
員2人と全体を統括する主任委員 1人で構成されている。財産に対して権利を
保有している派下員は約 180人おり，彼らは宗祠建立のために資金を寄付をし
た人の子孫で，その保持する権利を譲渡しようとする場合には市政府に申請し
なければならない。財産は台南市新美大街に住宅を所有し，賃貸して収入を得
ている。農地は土地改革により失った。収入の使い方は毎年宗親会に 2万元を
寄付しており，宗親会は 2万元を基金として1991年より文教基金委員会を創設
し，会員の子弟に奨学金の授与を始めた。
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3. 台中施姓宗親会と台中施姓宗親会第五届第二次会員大会萱会館落成典瞳
台中施姓宗親会の由来は， 1949年に施壽柏と施徳慶の二人が相談して，台中
市の施姓を招集し宗親の友好を深めようとしたことに始まる。双十節にフィリ
ビンから施性水以下10数名の宗親が台湾各地の宗親を訪ね，友好を深めた。そ
の結果， 1958年10月6日に臨渡堂台中施姓宗親会準備委員会が成立し，熱心な
宗親に呼びかけて台中施姓宗親会として正式に登記した。それゆえ，台中施姓
宗親会は台湾の施姓宗親会の中で最も早期に組織された宗親会の一つである。
1960年8月26日に施壽柏を理事長として第 1回大会が開催された。その時の参
加者は80余人であり，現在では会員数が300名まで増加している。そして，台
中施姓宗親会会館（宗詞）が4,200万元を費やして建立され， 1991年 9月15日に
その落成式典が行われた。この落成式典は台中県霧峯郷で開催され，正式には
「台中施姓宗親会第五届第二次会員大会聟会館落成典證」と呼ばれる。同族組
織の一端を伺い知るために，本式典を紹介する。
式典には台湾全土から各地区宗親会役員が駆けつけ，会館玄関前はまるでパ
チンコ屋の開店祝いのような花輪が沢山立てかけられた。 4階の会場には受付
が設けられ，参加者は受付で紅包を渡し，花のついた胸飾りと大会報告書の
写真14 1991年9月15日開催の台中施姓宗親会会員大
会の様子。
17)台中施姓宗親会「台中施姓宗親会第五届第二次会員大会大会手冊」 1991年9月。
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『大会手冊」を受け取った17)。会場の中にはすでに多額の寄付をした族人の名
前とその金額が紅紙に書かれて貼られてある。また，歴代の宗親会理事長の顔
写真やこれまでの活動を示す写真が飾られてある。メインテープルには他の宗
親会や団体から寄贈された記念品や額が立て掛けられてあり，テープルの上に
は宗親会活動貢献者を表彰する記念の盾が置いてある。
『大会手冊』の「程序表」によれば，大会主席は施景明理事長，司会は施瑞
田で，式次第は以下のごとくである。
①大会開始。③全員起立。⑧主席が演壇中央に登場。④国歌斉唱，国旗と国
父遺像に三礼。⑥先祖に敬礼，着席。⑥来賓，主管官署および各地宗親代表紹
介。⑦祝電紹介。⑧主席挨拶。⑨来賓挨拶。⑩主管官署挨拶。⑪表彰一敬老尊
賢への記念品贈呈，優秀学生表彰と奨学金授与，会務貢献者表彰，新任理事に
表彰状と盾の贈呈。⑫報告事項ー会員人数と七十九年度工作。⑬討論事項ー 1
案：七十九年度会務工作報告書審議案， 2案：本会第五届第一次歳入歳出決算
表審議案， 3案：八十年度工作計画書および収支予算表審議案。⑭臨時動議。
⑮儀式終了，宴会，簸。
式次第は以上のようであるが，もう少し詳しく実際の運営を紹介しよう。
①会員は受付で登録，紅包を渡し参加記念品を受け取る。③予定時間が来る
と，会場内横の祖先の祭壇に全員が集まり，各自が線香を持ち，司会者の合図
で一斉に脆き九礼。⑧各自着席，司会者の議事進行に従って台中宗親会理事長
挨拶，続いて世界宗親綿会理事長と各地区宗親会理事長の挨拶。④全員起立，
正面に向かって三礼。⑥各地の来賓紹介，筆者も紹介された。⑥来賓の挨拶。
⑦宗親会活動貢献者の表彰，高齢者に記念品贈呈，成績優秀者表彰と奨学金授
与。⑧参加者が持参した記念品を抽選により分配。⑨大会終了。
その後，椅子が整理され，円卓が運び込まれ宴会の準備が行われた。大部分
の出席者は宴会に参加した。宴会では族人達が各テープルを回り酒を注ぎ名刺
を交換し，交歓を行い， 筆者も大勢の人に紹介され， 名刺を交換した。そし
て，他の宗親会大会参加を勧誘された。宴会が終了とともに参加者は三三五五
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に帰宅した。
1991年度の台中宗親会会員は 299人であるが， 式典出席者は各地区宗親会役
員をも含めて60人~70人であった。これら各地区宗親会役員との交流は豊富な
情報を提供する。宗親会役員はその肩書が何々公司董事長と中小企業経営者が
多く，同族ネットワークを通じて商売や外国貿易，金融，投資等の事業に関す
る情報を交換する。フィリビン施氏がしばしば台湾を訪問するのも単に同族訪
問ということだけではなく，同族との商売のためでもある。例えば，各宗親会
発行の会報には寄付行為という名目もあるが，数多くの族人が経営する企業広
告を掲載しており，その読者は族人である。族人の誰かが何か事業を拡大する
場合に，工事の請負い，その機械や資材の購入，金融等は全て族人を媒介にし
て行われるのが一般的であり，この時の情報交換の意義は大きい。また，筆者
はこの宴席で台南市の施氏大宗祠の存在を教えられ，早速台南区施姓宗親会を
訪問した。台南区臨膜堂施姓宗親会役員は彰化県宗親会や台中宗親会の紹介だ
けで快く施氏大宗祠を案内してくれ，色々な説明をしてくれた。このようなこ
とが可能なのは同族間の信頼関係が基礎にあるからである。
4. 台北市施姓宗親会と祭祀公業
台北市施姓宗親会は1958年3月30日に成立した。そして，同年10月30日に台
北市政府へ登記し， 正式に成立した。台北市施姓宗親会は約34年の歴史を持
ち，現会員数は 173人である。 1991年度の理事会工作報告を見ると，理事や監
事は計14回の世界大会や各地区宗親会の会合に出席し，同族との友好を深めて
おり，同族同士の横のつながりは非常に密接である。福利活動としては，他地
区宗親会と同様，奨学金授与や非常時の会員の緊急救済，会員の冠婚葬祭の祝
賀・慰問，各種の娯楽活動を行っている。
ところで，台北市士林区には施姓唯一の「祭祀公業施正成」が存在する。士
林の施家は銭江派始祖・典公の第8世・啓からの分派で，浙江省呉興県から流
州府流浦県浮南橋古坑社へ移住した一派である。乾隆末年に施廷章（正成）が流
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写真15 台北市士林にある「祭祀公業施正成」の宗祠。
四階建てビルの屋上に設置されている。
浦県から桃園へ移民した。開台始祖の廷章には謙恭・謙光・謙益・謙吉の 4人
の息子がおり，長男の謙恭と三男の謙益が官僚となり，桃園・台北一帯に土地
を購入して財を成し，祭祀公業の基礎を築いた。後に八芝蘭浦雅徳行村（現・
台北市士林区徳行里）に移住し， 2世の謙恭等の兄弟は「祭祀公業施正成」を創
設し，規約を設け，派下員はこれを遵守してきた。この祭祀公業は現在まで約
二百年の歴史を持ち，戦後は1945年に「祭祀公業施正成」の名前で登記し，一
般には祭祀公業施謙記の名前で知られている。現在も財団法人に変更すること
もなく祭祀公業の形態で相当の財産を所有し，その財産でもって毎年の清明節
と重陽節の 2回祖先祭祀や掃墓を行い，現在宗祠のあるビルの四階に図書館を
創設中である。余ったお金は派下員に分配しており， 1982年には祭祀公業に権
利を持つ58名の派下員に4,000万元（約2億円）を分配した。旧宗祠は道路建設と
税金支払いとの関係で処分せざるを得ず， 1972年に壮大な旧宗祠は解体し， ビ
ルの 5階に現在の宗祠を設けた。管理人は 5世の施棋慶 (78歳），総幹事は施孫
道(5歳）であり，派下員は台北市施姓宗親会に属している。
5. 嘉義施姓宗親会と華封堂
嘉義の施姓は福建省泉州府安渓県からの移民であり， その移民系譜を見れ
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ば，既述したように乾隆末年に銭江派の施化育は嘉義県鹿草郷に入植してい
る。この系譜は第 2図に見られるように嘉義県布袋港から上陸し，鹿草郷に集
居した。それゆえ本村は施暦寮（現・施家村）と呼ばれるようになった。また，
布袋鎮には現在でも施姓が居住している。施家村には里主尊王を祀る村廟の華
封堂があり，約250年の歴史を持つ。この華封堂の由来は次のようである。康
熙年間に施姓族人が大陸より渡台時に施姓祖神頃i全が神となった）の里主尊王を
携帯し，個人の家に祀った。乾隆年間に匪賊の李龍がこの地方を横行したが，
村民に捕えられた。村民は里主尊王の神霊によるものと考え，施天生が提議し
て乾隆14年 (1749年）に廟を建立し，ここに祀った。同治9年(1870年）に施化育
・施業品が改築を提議し，これまで何度か修築して今日に至っている。現在，
華封堂は村公所横に仮安置され，これまでの廟を取壊し，大規模な廟を建設中
である。建設経費は施姓関係者の寄付であり，フィリピンからの寄付もある。
例えば，廟の柱や壁等にはそれぞれの寄付者名を紅紙に書いて貼ってある。
既述したように，本地域の施姓は安渓県からの移民であり，鹿草郷近辺には
写真16 嘉義県鹿草郷重寮村にある安淡城陸廟。
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写真17嘉義県鹿草郷施家村にある華封
堂。この華封堂は仮設置された
建物である。
写真18再建中の華封堂。
安渓県出身者が多い。施家村は隣村・重寮村と共同で中寮安渓城陸廟を管理し
ている。この城陸廟の由来は泉州府安渓県の張姓が大陸から重寮村（旧・中寮
村）へ移民する際に城陸爺を携帯し， 施姓も同じ安渓県から移民して施家村を
形成し城陸爺を信仰したので， 両姓村民が． 共同祭祀することにり，乾隆30年
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(1775年）に城陸廟を建立した。 1928年には両村で資金を集めて修理し， 1962年
に両村で管理委員会を組織し，以後修築・増築を行ってきた。
ここで興味の湧くことは，華封堂も城陛廟も地域統合としての廟（地緑組織）
である。しかるに，本地方にはそれぞれ二つの姓が集居し二つの同族村を形成
し，地域的統合の村廟を祀っていても，その廟には同族的色彩が帯びているこ
とである。特に，華封堂での主神は里主尊王であるが，廟内には同族の位牌も
祀られており，各地の宗親会から贈られた額等が掲げられ，彼らの文書によれ
ば施家祖廟と位置づけられている。
施家村施氏一族が嘉義県宗親会を組織したのは1986年と， ごく最近のことで
ある。 1991年度「嘉義宗親会第二届第三次会員大会大会手冊』によれば，登録
会員数は148人を数えている。
6. 世界臨濃施氏宗親総会
世界臨撲施氏宗親総会は，祖訓を遵守し，世界各地の宗親が団結し，互助合
作，福利向上，宗親の事業発展促進のため1981年に創設された。会員には個人
会員と団体会員があり，入会金は400台湾元， 個人年会員費 1,000台湾元， 団
体年会員費は一人当たり 3,000台湾元である。事務局は台湾彰化県鹿港の臨膜
堂施姓大宗祠内に設けられている。毎年 1回，各地の宗親会が輪番で会員代表
大会を開催する。運営役員は会員代表が無記名で理事35人と監事11人を選出す
る。理事は理事会を組織し，常務理事8人を互選し，常務理事中から理事長と
副理事長2人を選出する。監事 9人は監事会を組織し，常務監事3人を選出す
る。これら役員は全て 3年任期であり，この期間中に理事長が一切の日常業務
を処理する。 1983年~1990年までの会員代表と， 1991年~1993年までの各地区
の理事・監事と会員代表数は第2表のごとくである。台湾とフィリビンが最多
で，タイ・香港・シンガボール等の会員代表や役員は少ない。 1987年には香港
で大会を開催したが，大会を開催できる能力を持つ宗親会は台湾とフィリピン
であり，現在は両者の持回りである。 1990年は台湾で， 1991年はフィリビンの
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第2表世界臨襖施氏宗親線合各地区会員代表・理事・監事分配表
＼ 、地ミ 1983~1984 1985 1986 1988~1990 1991~1993 
会員代表 会員代表 会員代表 会員代表劇屋 会員代表l塁屋
フィリヒ° ン 25 35 35 46 1 3 64 12 4 
ムロ 湾 25 55 65 58 13 4 80 15 5 
夕 イ 5 2 2 2 ゜1 2 ゜1 香 港 5 5 7 10 3 1 14 3 1 
シンガボール 5 8 1 10 3 ゜14 3 ゜インドネシア 2 5 6 5 1 ゜6 1 ゜マレーシア 4 4 ゜゜ 4 1 ゜マ 力 オ 1 1 ゜゜ 1 ゜゜力 ナ ダ 1 1 ゜゜ 1 ゜゜新会員国 1 I I I I I I 
計 I 67 110 122 I 137 1 31 I 91 186 135111 
（出所） 「世界臨濃施氏宗親線会第四届第一次会員代表大会手冊』 1990年， p. 15と「世
界臨襖施氏宗親穂会第四届第二次会員代表大会聟慶祝本会十週年典證j1991年，
p. 29より作成。
ただし，資料によれば1990年10月29日に開催された第4回第1次理監事会にお
いて，会員代表等の配分が1991~1993年の数値に増配されたが，何年度から実施
されているか本資料からは不明である。
マニラで開催し， 1992年は台湾で開催する予定である。現在のところ大陸中国
の代表会員や役員はいない。世界臨膜施氏宗親線会は1989年に中華民国内政部
より人民団体として認可された。
世界宗親線会の事業は，各宗親の相互交流，故郷の祠堂修復，弱小宗親会の
会館建設・活動への援助，故郷訪問・旅行等であり，大会において80歳以上の
高齢者表彰，学力優秀者表彰と奨学金授与を行っている。宗親会の役員は各地
区で開催される大会や理監事会議等のため東南アジアを飛び回っており，これ
が互いの情報交換に大いに役立っている。
N. 結語一施氏ネットワークの形成
「台湾区各県市分姓人口数統計表」 (1978年6月30日現在）によれば，台湾にお
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第3表県市別施姓分布表 (1978年6月30日現在）
順位 1 県・市別 I人数 1順位 1 県・市別 1人数
1 彰化県 23,837 12 雲林県 2,554 
2 台北市 '14,250 13 南投県 2,447 
3 台北県 8,564 14 桃園県 1,622 
4 高雄市 5,753 15 台東県 1,551 
5 台南県 5,200 16 基隆市 1,244 
6 台南市 4,897 17 花蓮県 908 
7 嘉義県 4,234 18 新竹県 696 
8 台中市 4,228 19 苗栗県 678 ， 高雑県 3,782 20 宜蘭県 412 
10 屏東県 3,669 21 彰湖県 123 
11 台中県 2,967 ムロ 計 193,633 
（出所）楊緒賢「壷湾匿姓氏堂琥考」台湾省文献委員会， 1979
年， p.50より作成。
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ける施姓は39番目の大姓であり，その人口数は 9万3,633人である。その内訳
は第3表に見られるように彰化県に 2万3,837人 (25.5彩）と最も多く分布し，
次に台湾最大の都市である台北市に 1万4,250人(15.2%), 続いて台北県，高雄
市，台南県，台中県に分布している。郷鎮市（市町村）レベルでは彰化県鹿港鎮，
彰化県埴懸郷，彰化県渓湖郷，台北市松山区，台北県三重市，彰化市，雲林県
北港鎮，嘉義県布袋郷，嘉義県鹿草郷，台北県士林鎮の順であり，人口が如何
に彰化に集中しているか明らかであろう 18)。これら人口の多い地域には宗親会
が組織されていることについては既述した。
台湾施氏は最初の渡台後300年が経過しており，色々な人材を輩出してきた。
しかしながら，族的結合の具体的象徴である宗祠は，日本領台期の1927年にな
って漸く建設され，祭祀公業として登記された。台北にも「施正成祭祀公業」
はあるが，銭江派の一分節によって運営されており，施氏全体を統合するもの
ではない。宗祠の機能を代替する廟については，鹿港においては銭江派が1780
年に真如殿を， 簿江派が戦後の 1965年に樹徳堂を建立している。 もちろん，
18)楊緒賢「台湾区姓氏堂号考』 1979年， p. 287。施義雄「施姓衆落在台湾」発行年不
明， p.6。
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廟宇が建設される以前においても神明会方式で櫨主の家で輪番に祀られ，居民
（＝族人）が共同祭祀してきたことに変わりはない。同様に，台南市番薯港の六
姓府廟や嘉義県鹿草郷施家村の華封堂は長い歴史を持ち，施氏祠堂の役割を果
たしてきた。『憂湾各姓祠堂巡證』では「鹿港施姓宗祠渇海樹徳堂」というタイ
トルで樹徳堂と同時に真如殿についても解説しており，そこでは樹徳堂を「施
姓宗祠」， 真如殿を「宗族寺廟」と位置づけている19)。そして，建て替え前の
樹徳堂の写真では「施姓宗祠」という額がかけられている。ところで，この宗
族寺廟という表現は言いえて妙であり，六姓府廟や華封堂もまさしく宗族寺廟
であろう。しかし，このような宗族寺廟の存在が施氏同族の受皿となり，各地
区の宗親会創設の切っ掛けとなり，今日のような世界的ネットワーク形成の契
機となった。戦前における同族組織や祭祀公業は積極的に族的結合を図ろうと
する有力者が出現しない限り，組織は非常に曖昧模糊としたものであり，管理
人が財産を私物化たり密かに処分したりすることが多く，いつの間にか有名無
実となるのが一般であった。
台湾施氏において，戦後組織化が積極的に図られたのはフィリビン施氏から
の勧めであり， 1958年に初めて台北市施姓宗親会と台中施姓宗親会が創設され
た。宗親会活動が活発化するのは1970年代に入ってからであり，宗祠の修築や
建立，廟の修築等は1980年代に入ってからである。これは国民党の宗親会に対
する政策や台湾の経済成長とも大きく関係している20)。また，台南区臨襖堂施
姓宗親会のように選挙が宗親会再建の契機となっているのは興味深い。すなわ
ち，議員は同族組織をバックに立候補し，そして同族の利益のために働く。例
えば， 1991年12月に行われた第二期国民大会代表選挙において台北出身の施西
田が国民党の推薦で彰化県第2区から立候補しトップ当選したのは，鹿港に居
19)陸柄文『窒灘各姓祠堂巡證」台湾省政府新聞処1988年， pp.72~73。
20)祭祀公業の意義については，拙稿「台湾への移民・開発・定住と同族組織の形成ー福
建省晋江県満族粘氏の台湾移民とその族的結合ー」関西大学「経済論集」第41巻第 6
号， 1992年3月を参照されたい。
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住する施氏一族のバックアップがあったからであり，ここには国民党・民進党
といった政治的対立よりも，同族的利害を重視するという本音が大きく作用し
ている点に注意を向けなければならない。 1988年以降からの中国大陸との交流
再開は，国府の大陸「探親」許可が大きな契機となっている。しかし，それ以
前においてすでにフィリビン施氏を通じ大陸との交流は進展しており，戦前に
おいても南投県の施学賢のように施氏の東南アジア・ネットワークを通じて，
フィリビンや中国・日本と交易し，巨利を得ていたという事実を忘れてはなら
ない。そして， 29世・施学賢はこの経済力をバックにして，族の団結を図るた
めに貢献することになった。
以上のように戦前からの施氏ネットワークの基盤があったからこそ，台湾施
氏は戦後の比較的早期に宗親会を組織し，現在では台湾を中心にしてアジア太
平洋における経済的ネットワークを組織することが可能となった。
V. 補録ー施氏族譜と施姓宗親会に関する資料
施氏に関する歴史資料は非常に多い。本稿ではまず入手可能な施氏族譜を紹
介する。続いて台湾における施姓宗親会と世界臨撲堂施姓宗親総会の活動に関
する資料を紹介する。台湾において活動が活発で会員数の多い施姓宗親会は，
彰化県・台南区・台中・台北市・嘉義県・高雄市の順となる。高雄市施姓宗親
会は一度会合開いたきりで実質的に宗親会活動を休止しており，資料を入手で
きなかった。そこで，宗親会活動における資料に関しては以上の順に従って各
地の宗親会とそれらに関する資料を紹介する。
(1) 施並祐氏提供の資料。
① 思敬堂公「施姓宗祠建築啓」 1916年春。
R 思敬堂公『施姓宗祠開第一回総会議事録及関係書類綴』 1917年3月16日。
⑧ 施学賢『臨撲堂銭江施氏私譜」発行年不明。
④ 施学賢『臨猿堂銭江施氏族誌』 1923年。
後述の⑲ No. 3551と同じ。
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⑥ 施教然『臨襖堂銭江施氏家譜j1968年。
後述の③No. 3536と同じ。
⑥ 施義嵩『臨膜堂銭江施氏族譜』 1988年。
『臨撲堂銭江施氏族誌』は1922年10月に29世施学賢により編修され，
1968年に30世施教然により重修されている（施教然『臨渡堂銭江施氏家譜』）。
そして， 1988年に31世施義嵩によって再び重修されたのが本族譜である。
⑦写真4葉。施学賢「施氏宗祠設計之図」，「臨膜堂施氏族親総会撮影紀念
(1922年），「大正五年夏季遊米領斐律濱島拉苑倫那紀念写真」，「台北鹿津郷友
会発会式紀念写真」(1922年）。
(2) 台中宗親会の施徳慶氏と施義雄氏提供の資料
① 施性水・施至徳『臨渡施氏族譜』臨襖施氏族譜編簗委員会
本書には出版年が書かれていないが，フィリビンで発行されていること
から後述の④ No. 3537と考えられ， 1961年の出版であると思われる。
R 施学吉・施暫渡『臨渡施氏族譜』臨膜施氏族譜編簗委員会， 1968。
後述の⑭ No. 996, ⑮ No. 997 と同じ。
③ 施義雄「臨撲之光』（施姓文献資料）1987年6月。
④ 施義雄『施姓族譜目録』 1988年6月。
これは後述する『台湾区族譜目録」等から作成した資料である。
(3) 施氏族譜については，マイクロフィルムにて中央研究院民族学研究所と国
立中央図書館台湾分館に以下のものが所蔵されている。台湾省各姓歴史淵源
発展研究学会『台湾区族譜目録』(Catalogof Chinese Genealogies in Taiwan), 
1987年。
登録番号 地名 編者 書名 発行年代散居地
① No. 3534福建晋江施香満「銭江石贋施氏生支図」
③ No. 3535福建晋江 『施典公派下系統図』
③ No. 3536福建晋江施教然「臨撲堂銭江施氏家譜』 1969年南投等地
④ No. 3537福建晋江施性水・施至徳主編「臨撲施氏族譜』（非律賓刊印譜本），
1961年台南市・全台・非律賓・全世界
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⑤ No. 3538 福建晋江施至徳「臨膜施氏族譜』 1960年福建晋江・非律賓
⑥ No. 3539 福建晋江施編道・施暫渡『臨撲堂施氏族譜」 1966年彰化鹿港・全台
⑦ No. 3540 福建晋江施学賢「臨膜堂施氏族譜」 1923年彰化鹿港・台南・台北市
・台北県淡水
⑧ No. 3541 福建晋江施文起『潜海施氏譜台」康熙54年 (1715年）晋江涛海・彰化
鹿港
簿海施氏に関する最も基礎となる族譜である。晋江県術口村の施浪記念館にはこの
族譜の原本が展示されており，台湾施氏はこの族譜のコヒ゜ーを持ち帰っている。
⑨ No. 3542 福建晋江施至民原編，施能鎧補抄『簿海施氏（元捷派）族譜世系』
1931年編・ 1964年補彰化鹿港
⑪ No. 3543 福建晋江施性虎「簿海施氏族譜J1926撰修彰化鹿港
⑫ No. 3544 福建晋江施旗珍作「施家族譜」 1979年台北市
⑬ No. 3545 福建晋江施興来「臨膜堂施姓』 1981年彰化鹿港
⑭ No. 3546 福建晋江施長「臨膜堂施氏族譜」 1980年鹿港等地
⑮ No. 3547 福建晋江臨渡堂台中施姓宗親会籍備委員会「臨漉堂台中施姓宗親会
刊」 1957年全台
⑮ No. 3548福建晋江施應成『滑海施義記譜系』 1971年彰化鹿港
⑰ No. 3549 福建晋江施登編補「東勢館施長栄（齢？）祖公記簿」 1955年彰化
⑱ No. 3550 福建晋江施夙玲記『施氏族譜」 台南
⑲ No. 3551 福建晋江施学賢出版『臨撲堂施氏族誌J1923年南投県・彰化鹿港
⑳ No. 3552 福建晋江 「施氏祖譜j
⑪ No. 3553 福建湾浦 『施氏族譜及契約書」 台北
⑫ No. 3554 福建流浦施坤原作『祖譜（流浦遷台施氏族譜）』 1980年台北市・北投
⑬ No. 3555 福建滝浦 「母系施姓家譜」 1981年台湾・非律賓
⑭ No. 3556 福建滝浦施坤原集『施氏祖譜簡述附表」 1980年台北市
⑮ No. 3557 福建金浦施振可記事「施氏家族鐙」 1980年南投等地
⑮ No. 3558 福建施永祥作 「家伝J1979年台南後壁
⑰ No. 3559 河南固始施金山記事『銭江施氏上新暦房扮家譜』
⑱ No. 3560 河南固始施國棟『石厘東暦伶施氏家乗」
⑮ No. 3561 河南固始 r銭江施氏族譜」
@No. 3562 河南光州 『施家伝史」 南投埴里
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@No. 3563 広東饒平施土生・ニ次重新抄写「施家族譜」 1982年南投草屯
⑫ No. 3564 「基督教家庭族譜」
@No. 3565 「銭江施氏長房西毒扮家譜序J 彰化芽園
⑭ No. 3566 「銭江長房西頭房扮施氏家乗」 1973年
⑮ No. 3567 施學籍重修r銭江施氏上新暦房伶家譜」 1931年彰化鹿港
⑯ No. 3568 施純謀「施氏族譜J 彰化鹿港
⑰ No. 3569 「施氏戸籍謄本」 台北淡水
⑱ No. 3570 「施修水派下部分族譜」
⑲ No. 3571 施宜郁『施氏家譜」
@No. 3572 施香濤録「臨濃堂施氏族誌紀略」 1976年
@No. 3573 r施族合譜序』
@No. 3574 r施氏家譜資料」
@No. 3575 施純徳「施氏手抄譜」 彰化
@No. 3576 施啓元『奉祀禄』
⑮ No. 3577 箋茎佳秀「施氏家譜J 苗栗後龍
@No. 3578 「生庚薄（施氏）」 南投等地
@No. 3579 施正倉記事「簿海堂祖先名歴（施氏）」 1974年南投等地
⑱ No. 3580 施義記事「施氏家族譜J 南投等地
⑲ No. 3581 施興r施家族普（譜の間違いか一筆者）」
@No. 3582 「先勲麟閣載寵錫逢西来（施）」 嘉義鹿草
RNo. 3583 施興来『臨渡堂施氏族譜」
(4) 王世慶・王錦雲「猶他家譜学会調査之台湾族譜目録初稿」（『台湾文献」第29
巻第4期， 1967年12月31日）に収録されている施姓に関する族譜。
登録番号地別 祖籍 編者 書名 発行年代 収蔵者
① No. 419 鹿港泉州晋江施学賢「臨撲堂施氏族譜」大正12年 (1923年）高福清
上述のcNo.3540と⑲No. 3551と同じ。
③ No. 420 鹿港泉州晋江施文起r滞海施氏族譜」康熙54年 (1715年） 中央研
究院民族学研究所
上述の⑧No. 3541と同じ。
⑧ No. 421 鹿港泉州晋江施裸修「彰化県進士施裸修履歴聟会試珠巻」 同治13
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年 (1874年） 陳徴厚
④ No. 422 鹿港泉州晋江施編道・施暫渡『臨膜堂施氏族誌」 1966年施議煽
上述の⑥No. 3539と同じ。
⑤ No. 423 鹿港泉州晋江施應成「薄海施義記譜系J1971年施應成
上述の⑮No. 3548と同じ。
⑥ No. 424 鹿港泉州晋江施性虎「薄海施氏族譜J1926年施純謀
上述の⑪No. 3543と同じ。
⑦ No. 425 鹿港泉州晋江施至民原編・施能鎧補抄『元捷公派下簿海施氏族譜世
系』 1931年編・ 1954年補抄
上述の⑨No. 3542と同じ。
⑧ No. 426 秀水泉州晋江施登「東勢館施長栄祖公記辮」 1955年施登
上述の⑰No. 3549と同じ。
⑨ No. 427 非律賓・台湾銭江•海江施至徳『臨渡施氏族譜」 1960年台湾臨渡
堂施姓大宗祠管理委員会，施萬等
上述の⑥No. 3538と同じ。
⑩ No. 428 台中 銭江・瀑江・毒江臨親堂台中施姓宗親会糖備委員会「臨渡堂台
中施姓宗親会刊」 1957年 台南全台族姓大宗祠
(5) 『美国家譜学会中国族譜目録』1983年に収録されている施姓に関する族譜。
登録番号 地別 編者 書名 発行年代 散居地
① No. 984 安徽霧城施玉鳴『施氏宗譜」 同治10年 (1871年） 安徽霧城県
② No. 985 江蘇武進施雨亭修『孟壁施氏宗譜』 光緒5年(1879年） 江蘇武進県
⑧ No. 986 江蘇崇明施鴻元・施頌嘉等修「施氏先世事略」 1927年江蕪崇明県
④ No. 987 浙江上虞施網修「上虞施氏家譜」 康熙58年 (1719年） 浙江上虞県
⑤ No. 988 浙江呉興施南初等修「安吉施氏宗譜」 光緒22年 (1896年） 浙江呉
興県
⑦ No. 989 浙江杭県施肇曾修「笠澤施氏支譜」 1925年浙江杭県
⑧ No. 990 浙江紹興施聘三等重修『會稽長楽施氏宗譜』 1917年浙江紹興
⑨ No. 991 浙江爾山 施保和等修「薦邑航障山北施氏宗譜」 光緒13年 (1887年）
浙江蒲山県
⑩ No. 992 浙江爾山施洒舘・施慶治等重修「蒲山航障施氏宗譜』 1914年浙江
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癖山県
⑪ No. 993 浙江裔山 施批堂等続修「爾山新田施氏宗譜」 光緒26年(1900年） 浙
江爾山県
⑫ No. 994 浙江餘挑施学曾編「施氏宗譜附胎編，親親堂続編』 光緒4年 (1878
年） 浙江餘挑県
⑬ No. 995 福建晋江施文起等修「薄海施氏族譜附宗支図」 康熙54年 (1715年）
福建晋江県
前述の③No. 3541と同じ。
⑭ No. 996 台湾施暫渡・施学吉絹 r臨膜施氏族譜」 1968年台湾省
⑮ No. 997 台湾施暫渡・施学吉編「臨膜施氏族譜」1968年台湾省
(6) 盛清祈『国学文献館現蔵中国族譜資料目録初輯』 1982年に，以下のような
施氏族譜が収録されている。
編者 書名 巻数・冊数発行年 祖籍
①施学曾編「施氏宗譜」 17巻12冊光緒4年（浙江餘挑）
上述の⑫No. 994と同じ。
R施雨亭等修『孟堅施氏宗譜」 8巻8冊光緒5年（江蕪武進）
上述の②No. 985と同じ。
⑧施保和等修『癖邑航爾山北施氏宗譜」 10巻10冊光緒13年（浙江爾山）
上述の⑨No. 991と同じ。
④施南初修「安吉施氏宗譜」 18冊光緒13年（江蘇崇明）
上述の⑥No. 988と同じと思われる。発行年が異なる。
⑥施世堂等続修『癖山新田施氏宗譜』 16冊光緒26年（浙江蒲山）
上述の⑪No. 993と同じ。
⑥施洒舘修『葡山航爾山施氏宗譜」 30冊民国3年（浙江癖山）
上述の⑩No. 992と同じ。
⑦施性虎編『涛海施氏族譜」 1冊民国15年（台湾彰化）
前述の⑪No. 3543と同じ。
⑧施鴻元輯「施氏先世事略』 4冊民国16年
上述の⑧No. 986と同じ。
⑨施至民原編『元捷公派下簿海施氏族譜世系」 1冊民国20年（台湾彰化）
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前述の⑨No. 3542と同じ。
⑩施登編「東勢館施長栄祖公記簿J1冊民国44年（台湾彰化）
前述の⑰No. 3549と同じ。
⑪臨漂堂台中施姓宗親会錯備委員会「臨漢堂台中施姓宗親会刊」 1冊民国46年（台
湾台中）
前述の⑮No. 3548と同じ。
⑫施至徳編「臨漂施氏族譜J1冊 4呼三（台湾）
• 前述の⑥No. 3538と同じ。
⑮施編道編『臨濃堂施氏族誌J1冊民国55年（台湾彰化）
前述の⑥No. 3539と同じ。
(7) 彰化県施姓宗親会に関する入手資料
① 彰化県施姓宗親会『彰化県施姓宗親会七十八年度大会手冊」（第八届第二
次会員大会） 1989年2月1日。
R 彰化県施姓宗親会『彰化県施姓宗親会七十九年度大会手冊」（第八届第三
次会員大会） 1990年 1月30日。
⑧ 彰化県施姓宗親会『彰化県施姓宗親会八十年度大会手冊j1991年。
④ 彰化県施姓宗親会『台湾臨漂堂施姓大宗祠落成紀念特刊』 1991年11月17
日。大宗祠落成紀念のために出版された。
(8) 台南区施姓宗親会に関する入手資料
① 台南区施姓宗親会『台南区施姓宗親会成立大会手冊」 1985年 4月28日。
③ 台南区施姓宗親会『台南区施姓宗親会第一届第二次会員大会手冊』 1986
年 6月22日。
③ 台南区施姓宗親会「台南区施姓宗親会第一届第三次会員大会手冊』 1987
年4月5日。
④ 台南区施姓宗親会『台南区施姓宗親会第二届第一次会員大会手冊J1988 
年4月24日。
⑥ 台南区臨漂堂施姓宗親会『台南区臨液堂施姓宗親会第一届第二次会員大
会手冊J1989年8月27日。
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⑥ 台南区臨撲堂施姓宗親会『台南区臨膜堂施姓宗親会第二届第三次会員大
会手冊』 1990年4月29日。
R 台南区臨撲堂施姓宗親会『台南区臨撲堂施姓宗親会第三届第一次会員大
会手冊』 1991年4月7日。
(9) 台中施姓宗親会に関する入手資料
① 台中施姓宗親会「台中施姓宗親会第三届第二次会員大会大会手冊」 1987
年 6月21日。
R 台中施姓宗親会『台中施氏月刊』 9' 台中施氏月刊社， 1991年 6月 1日
③ 台中施姓宗親会『台中施氏月刊』 10, 台中施氏月刊社， 1691年 7月 1日
④ 台中施姓宗親会「台中施氏月刊』 11, 台中施氏月刊社， 1991年 8月 1日
⑥ 台中施姓宗親会『台中施姓宗親会第五届第二次会員大会大会手冊』 1991
年 9月15日
今回の宗祠落成紀念式典（宗親会員大会）で発行されたパンフレット。
(10) 台北市施姓宗親会に関する入手資料
① 台北市施姓宗親会『台北市施姓宗親会第八届第一次社員大会大会手冊』
1976年4月13日。
R 台北市施姓宗親会『台北市施姓宗親会第十届第二次会員大会大会手冊』
1991年 8月25日。
Ul 嘉義県施姓宗親会に関する入手資料
① 嘉義施姓宗親会『嘉義施姓宗親会七十六年度祭祖鷲第一届第二次会員大
会特刊』 1987年。
② 嘉義県施姓宗親会「嘉義県施姓宗親会第二届第三次会員大会大会手冊』
1991年11月18日。
U2l 世界臨膜堂施氏宗親会線会に関する入手資料
① 世界臨撲堂施氏宗親総会『世界臨膜堂施氏宗親穂会第四届第一次会員代
表大会手冊』 1980年10月28日。
③ 施氏世界編輯委員会『施氏世界』創刊号，世界施氏宗親線会， 1984年10
66 
移民社会台湾の同族結合と宗親会の形成（石田） 67 
月10日。
⑧ 世界臨襖堂施氏宗親線会『臨襖之光j1990年10月。
④ 世界臨漂堂施氏宗親線会「世界臨襖堂施氏宗親総会第四届第二次会員代
表大会・聟慶祝本会十週年典證大会手冊』 1991年10月16日。
(13) フィリビン施氏に関する入手資料
① 旅非薄江公会『旅非簿江公會回國慶祝施瑕将軍歴史紀念泊施姓大宗祠維
修落成典證代表園』 1986年10月。
R 晋江南僑中学特刊編輯組『晋江南僑中学特刊 (1946-1986)』1986年12月。
③ 非華前港同郷会『尊道学校創立八十週年紀念』 1989年10月12日。
［追記］ 本研究において，台湾各地の施氏一族の方々にお会いし，様々な配
慮を載いた。訪問した各宗親会でお世話になった代表者の名前のみ列記する
と， 世界臨渡堂施氏宗親線会の施干理事長， 彰化県施姓宗親会の施錦川理事
長，台南区施姓宗親会の施義修常務理事，台中施姓宗親会の施景明理事長・施
徳慶顧問・施義雄理事，台北市施姓宗親会の施憲章理事長，施並祐監事，その
夫人の陳彩蓮女士，台北士林区にある「祭祀公業施正成」の施孫道線幹事，嘉
義県施姓宗親会の施金水理事長とその夫人，施精春常務理事，嘉義県鹿草郷農
会の施辰徳氏等である。これらの諸氏を初めお世話下さった施姓の方々に対し
て感謝の意を表したい。また，調査と資料収集において私立樹徳工業専科学校
の張美嬌女士と愛知学泉女子短期大学の中田睦子氏に大変お世話になった。併
せて感謝したい。
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